
 

 

 

 

 

 

 

 

一年の折り返しに向かって、そして実りの秋へ 

校 長    石井  陽子 

子どもたちと一緒に植えた向日葵が大輪の花を咲かせています。長かった夏休みが明け、学校に子どもたちの元

気な声と向日葵のような明るい笑顔が戻ってきました。子どもたちは、夏休みのさまざまな思い出や経験を胸に、元気

な姿で学校生活を再開いたしました。大きな事故やけがの報告もなく、無事に学校をリスタートできたことを大変嬉し

く思います。夏休み中の子どもたちへの温かい見守りとご協力に心より感謝申し上げます。 

この夏は熊本での大地震や千葉での記録的な豪雨など、甚大な自然災害が相次いで起こりました。被災された

皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興・復旧を強く願うばかりです。子どもたちがこうして毎

日安全に登校し、笑顔で過ごせている日常が当たり前のものでないことを改めて痛感し、身の引き締まる思いがいた

します。学校におきましても安全管理や防災教育をしっかり行ってまいります。防犯の面では、今年度より、子どもたち

が学校にいる時間帯は、車両が出入りする西門を施錠することといたしました。ご不便をおかけいたしますが、子ども

たちの安全のため、ご理解ご協力をお願いいたします。 

  さて、９月を迎え、あと約１か月で前期が終了します。９月はこれまでの歩みを振り返り、前期の「まとめ」を行う、そ

して後期の学校生活につなげていく重要な時期です。４月に新しい学年に進級してからこれまでの学校生活を振り

返ると、子どもたちは学習や学校行事、友達との関わりなど、さまざまな経験を通して着実に成長してきました。子ども

たちは初めてのことに挑戦したり、失敗を乗り越えたりしながら、一人ひとりが自分なりの歩みを重ねています。また、

前期のまとめを行うこの時期には、自分自身の成長を振り返り、できるようになったことや頑張ったことを認める、自分

自身を見つめ直す機会にしてほしいと思います。人は、自分のよさや得意なこと、さらに苦手なことや課題も含めて

「今の自分」を理解することで、次に何を目指せばよいのかが見えてきます。自己理解は成長の第一歩です。子ども

たちには、自分自身と向き合いながら、「次はこんなことに挑戦したい」「こんな自分になりたい」という新たな目標を

見つけ、後期への意欲につなげてほしいと願っています。成長とは、ただできることが増えることだけではありません。

自分のよさや可能性、そして課題を知り、「今の自分」を正しく理解することから新たな成長は始まります。これまでの

歩みを振り返り、自分自身の変化や成長を実感するとともに、次の目標に向かって力強く歩み出してほしいと思いま

す。 

これから迎える秋は、「実りの秋」と言われるように、子どもたちの努力の成果が実を結ぶ季節です。学習面だけで

なく、仲間と協力する力や最後までやり抜く力、相手を思いやる心など、目には見えにくい成長も大切にしながら、一

人ひとりのよさや可能性をさらに伸ばしていきたいと考えています。 

  伊勢山小学校の教職員一同、子どもたち一人ひとりの 

成長を丁寧に見守りながら、安心して挑戦できる環境づく 

りに努めてまいります。地域の皆様、保護者の皆様、引き続 

き温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。 
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